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多
文
化
教
育
の
視
点

経
済
や
情
報
の
グ

ロ
ー
バ
ル
化
や
地
球
の
温
暖
化
対
策

で
国
境
の
壁
は
低
く
な
っ
て
い
た
が
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
ま
ん
延
化
が
進
み
、
国
家
単
位
の
危
機
管
理
が
求

め
ら
れ
、
ま
た
強
国
の
弱
国

へ
の
侵
攻
や
そ
の
恐
れ
が
あ

り
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム

（国
家
主
義
）
が
強
ま
っ
て
い
る
。

そ
の
よ
う
な
時
こ
そ
、
多
文
化
教
育

（Ｂ
〓
Ｌ
８
〓
巨
巴

ａ
ｃ
８
Ｌ
ｏ
●
）
が
必
要
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
社
会
的
公
正

の
立
場
か
ら
、
多
様
な
人
々
や
多
様
な
文
化
の
共
生
を
目

指
す
教
育
理
念
で
あ
る
。
そ
れ
に
は
、
他
者
の
立
場
か
ら

同
じ
事
象
を
見
て
み
る

「変
換
ア
プ

ロ
ー
チ
」
が
有
効
で

あ
る
。
例
え
ば
、
第
２
次
世
界
大
戦
を
、
日
本
の
視
点
か

ら
だ
け
で
な
く
米
国
の
視
点
や
ア
ジ
ア
の
視
点
、
ま
た
、

敬
愛
入
学
客
員
教
授
●
計
い
｛内
　
達
渭

男
性
だ
け
で
な
く
女
性
の
視
点
、
ア
フ
リ
カ
系
米
国
人
や

日
系
移
民
の
視
点
か
ら
見
て
、
多
様
な
見
方
の
あ
る
こ
と

を
理
解
す
る
。

ま
た
、
多
文
化
教
育
的
視
点
は
単

一
文
化
的
視
点
や
比

較
文
化
的
視
点

（旅
行
ア
プ
ロ
ー
チ
）
と
は
違
い
、
マ
イ

ノ
リ
テ
ィ
ー

（少
数
派
）
の
立
場
で
考
え
る
こ
と
で
あ
る
。

マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
ー

（多
数
派
）
も
、
社
会
的
弱
者

へ
の
援

助
や
異
文
化
接
触
で
自
分
た
ち
も
豊
か
に
な
る
と
い
う
意

識
を
持

つ
視
点
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
外
国
籍
の
子
供
の
言
語
学
習
や
学
力
の
保
証
、

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
形
成
を
図
る
実
践
で
、
そ
れ
が
日

本
の
学
校
の
在
り
方
や
学
校
文
化
を
問
い
直
し
、
豊
か
に

す
る
と
い
う
視
点
で
あ
る
。
同
時
に
ジ

ェ
ン
ダ
ー
教
育
、

特
別
支
援
教
育
、
社
会
的
格
差
の
是
正
を
考
え
、
社
会
的

公
正
を
実
現
す
る
教
育
実
践
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
い
じ
め
問
題
に
も
有
効
な
視
点
で
あ
ろ
う
。

北
澤
毅

・
間
山
広
朗
共
編

「囚
わ
れ
の
い
じ
め
問
題
」
（岩

波
書
店
、
２
０
２
１
年
）
を
読
む
と
、
我
々
は
い
じ
め
を

い
か
に

一
方
的
に
見
て
い
る
か
に
気
が
付
く
。
本
書
で
は

同
じ

「大
津
市
い
じ
め
自
殺
事
件
」
が
、
被
害
者
、
加
害

者
、
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
、
遺
族
、
担
任
、
学
校
、
市
教
育
委

員
会
、
新
聞

（全
国
紙
、
地
方
紙
）
、

テ
レ
ビ
に
よ
っ
て
、
芥
川
龍
之
介
の
小

説

「羅
生
門
」
的
に
全
く
違

っ
て
捉
え

ら
れ
て
い
る
こ
と
を
鮮
や
か
に
描
い
て

い
る
。
こ
の
よ
う
な
多
様
な
視
点
に
耐

え
て
こ
そ
、
解
決
の
糸
回
が
つ
か
め
る
。
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